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壱5．大験惑の攣化を如何に醗明するか
　拐て，彗星が太陽の近傍を去面するに立って，其の直径が牧縮し膨脹する事
・は観測に依りて確定された事as　E考へてよい。然らば如何なる理由に依りて此
の融化が起るか？之れに封ずる確定的解答は未だ與へられて居ない．ジョン・
ハーシェル卿は塗れに推して次の如き噌示を與へた．師ち，此の攣化は立際の
攣化ミ言ふよりも寧ろ光學的現象であって，帥ち太陽の近傍に在りては，彗星
物質の或一部分が，恐らく太陽熱の爲めに蒸嚢されて見えなくなる事，恰も霧
が太陽の光に逢うて清失するか如くであらうこ．然し此の説は容易に承認する
事は出來ない．
　此の現象に關して新城教授は，太陽からの張い輻射熱によって，彗星の頭部
にある物質が急激に蒸獲する，其の反作用εして，此の現象を説明し得るであ
らうミ考へられた．荒木助歎授は，旧く簡輩な場合に就いて，此の考へを撒學
的解折に依って謹明1926年四月，東京に於ける日本撒學物理學會総會に於て
嚢表された．然し，それは可なり複雑な藪式であり，叉爾深い考察も必要ミす
る馳もあるεの事であるから，藪には省略する．
　勿論斯くの如き解折は，多くの假定を含んで居り，叉一居充分な研究をする
儒めには，いくらか補正する必要もあるであらうが，然し，新城教授の根本概
念は，彗星が太陽近くで牧縮し，再び遠かるに從って復奮するε言ふ事實を説
明する唯一の合理的説明のやうに思はれる．
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　最後に注意すべきは，彗星の頭からの蒸獲は，其の表面から一様に起るもの
ではなく，幾分は彗星全罷に太陽からの斥力の如く作用するかも知れない．從
って，太陽の引力の逆二乗の法則に極く小さい違いを生するかも知れない．若
しそうであるこするならば非常に正確に彗星の運動を観測する事に依って，彗
星の質量を計算する事が出來るかも知れない．然し此れを見出す事は非常に困・
雑な事であり，加ふるに，反作用の如何程が，實際斥力或は牧縮力εなって作
用するかは，何等知る所がない・故に現在のhR態では，箪に此の暗示に満足す
るに止まり，：更に詳細な知識は今後の研究にまナこねばならぬ．（瞬く）
フアウストー天上の選書より（第一頁参照）
　昔の儘の節博士で．同胞の星の群ホ
日に合唱の音為立て、みる・
そし》（霞目liの歩み准・し一て
極まつナこ軌蓮た行く所まで行く．
天使の中でff一一人その理た知ってにるね
が，
それた見7こばかりで，天th　［t皆強みた寛
えろ．
天地のなりいでた日に較べても，不思議
な崇高な配物は同じ荘嚴な保って居ろ・
　そして早く・不可思議に早・く
美しい大地がみつから回韓してみる．
天下のやうな明るさt
深い恐ろしい夜tが交代する・
巌石の盤み成ぜる深レ、底力→ら
幅硬い潮流々なして海［i泡立つ・
その巖も海も・永蓮に早い軌道の歩に
引き入れられて，共に廻るのであろ・
　そして海から陸へ・陸から海へ
暴風匡怒干して往き，怒卸して返る・
その往いてi！1twろ競璽で，吹き過ぐる胤
園に深甚なる作用の連鎖が作られる．
tもすれば雷電の破壊の焔が
撹の行く一く　［：　燃え上がろ．
然し圭よ，川場の使徒等ば
田柄の世の穏かなる推移な敬ってみる。
　天使の中で誰一人御身の心奄知ってlt、
ゐぬが，
これ潜見たばかりで，天使は皆強み為豊
えろ．
そして御嵩が造れる一切の崇高な萬物匡．
天地のなりいでた日t同じ荘嚴た保って
るる．　　　　　　　　一森鴎外i澤一
14
　　オUオン星座にある著るしき晴霜露■
　見上げるナリナンの1三つ星」の左端，セータ星のすぐ灘南に臨いて，輝やく星
雲ホ暗黒の星雲εが，それぞれ，西ピ東ミから押し合ひ，ひしめき合って，宇宙成
生の物凄い活劇た見’t！tてるる．　　それに一千光年奥深い天の一偶で・
　雌の爲眞1エヰッソン山の「百吋」で撮ったものである・セータ星の◎やきが爲眞の上
輪な明ろくしてみる・中央に近く，明瞭な輸廓の曲線が明暗の境界た書して，「蝕（む
しば）まれた星雲」の奇形々見ゼ（みろ・
